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試料 

データベース 

①凍結結晶試料送付 

②インターネット経由で実験 

③データダウンロード 

システム概念図 

 2種の実験形態をサポート 

 1）メールイン・データ収集→オペレータ介助による実験代行 

 2）遠隔実験→より柔軟かつリアルタイムに実験を実施 

• SPring-8に出張せずにデータ収集が可能。 

• 凍結試料をビームラインに宅配便で送付。 

• 実験条件はWEBで指定、測定データは 

ネットワーク経由でダウンロード。 

• BL26B1&B2を利用した自動データ収集。 

メールインデータ収集では、多数のタンパク質

結晶試料を高効率でスクリーニングし、良質な

結晶について自動データ収集を実行できます。

下記の例では得られたデータから構造解析を

行った結果、異なる状態にある分子の立体構造

変化をとらえることに成功しました。 

上）WEBデータベースD-Cha 
実験条件や試料情報を管理 

左）酸化型および還元型Lon
プロテアーゼの分子内チャ
ンバー出口付近の結晶構造 
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